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B本学術会議だより ル6.12

第14期特別委員会の活動始まる

平成元年2月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会議では、昨年の10月の総会にあ・いて設置された第14期の各特別委員会が活動を始めましたが、今回の日本学

術会議だよりでは、これらの特別委員会に加えて、本会識が行っている国際的活動等についてお知らせいたします。

員砂時晶持母肯拘睡#酷静世帯掛酷静静静静静世帯世帯封晶討普封書持母語持母静世帯静静世帯詞持母掛融再押静静世帯掛静鼻持喧時世帯静静静静晶持母世帯

第 14期の特別委員会

昨年10月の第 1061111総会で決定された、日本学術会議の

第14lt1)活動計画でl;J:、活動の重点目標として、①人絹の福

祉・平和及び自然との係わりを重視する学術の振興、②基

礎研究の推進と諸科学の繋合的発展、③国際関係の重視と

国際的寄与の拡大、の 3本の柱を掲げるとともに、これら

の重点目標を踏まえて、多方面の科学者によって構成され

る日本学術会議にふさわしく各分野にわたって広〈対応し、

かつ、第14期中に適切な形で報告・縫言に取りまとめるべ

き具体的課題として15の課題を選定している。

この度設置された 7つの特別委員会は、上記の具体的課

題のうち、従来から常設されている 6つの常霞委員会(別

掲参照)で取り扱うものを除き、かつ、緊急に調査審議を

行う必要のある 7課題に対応するものである。

各持別委員会の名称及び任務等は次のとおりである。

.平和及び国際摩擦に関する特別委員会

委員長:JlI回侃(第2部会員)

(ff.筏)国際的使野と我が国が置かれている地域的状況

や特性を踏まえて、国際摩擦(文化的・政治経済

的・校術的等)の解決と手相に関する総合的な研

究の推進の在り方やその体制等について検討する 0

.医療技術と社会に関する特別委員会

委員長:水越治(第 7部会員)

(任務)医療技術の急速な進展は、['J然科学の分野だけ

でなく、人文・社会科学の傾城にも種身の問題を

挺起Lている。様身な医療技術に係わる社会的側

面を総合的に検討する。

.生命科学と生命 E学特別委員会

委u長:井上英二(第 7部会員)

((t:務)生命科学と生命工学の推進方策を検討するとと

もに、これらの急速な進歩を踏まえ、それらと人

間・社会及び自然との係わりについても総合的に

検討する。

.農業・農村問題特別委員会

委員長:水間豊(第6部会員)

(任務)農業・農村のもつ食糧生産や環境保全等の多面

的機能について、近年の国際的・園内的状況を踏

まえつつ、文化・経済・自然・都市との係わりで

幅広く検討する0

.資源・エネルギー問題持別委員会

委員長:と之圏親佐(第 5部会員)

(任務)資源・エネルギーの開発と利用の問題を検討す

る。それに伴う自然及び人聞社会への好ましくな

L、影響を防止するという観点、からも問題を検討す

る。

.人間活動と地球環境に関する特別委員会

委員長:吉野正敏(第4部会員)

(任務)近年、経済社会活動の拡大等を背景に、人間活

動が環境に及ぼす影響が地球的規模で広がってお

り、深刻化する可能性を強めている。このような

状況を踏まえ、人間活動と地球環境の問題等を検

討する o

.高度技術化社会特別委員会

委員長:f生線豪(第5部会員)

(任務)エレクトロニクス、メカニクス等の技術の発展

-普及が社会に及ぼす影響、社会の情報化・技術

化と人間との調和等について検討する。また、巨

大な伐材Jシステムとヒューマン・ 77クターとの

関連についても安全確保と人間性確保の立場から

検討する。

これらの各特別委員会は、発足以来現在までに各身 2-
3回の会識を開催するとともに、委員会によっては、シン

ポジウムやヒヤリングを実施して、それぞれの任務に沿っ

た具体的な審議課題や今後の審議計画等について熱心に審

議を進めている。今後の審議の成果が大いに期待されると

ころであり、今後、審議成果が発表され次第、紹介してい

く予定である。

なお、以上の 7つの特別委員会のほかに、先般の総会の

申合せにより、本年の4月総会において、人聞の科学特別

委員会(仮称)を追加設置する予定である。この「人間の

科学」については、その具体的検討方法が複雑であるので、

あらかピめ持干の整理を行った後に、特別委員会を発足さ

せることにしたものであり、現在、検討会を設置して問題

点、の整理を行っているところである。
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S然の中の漢類のr生8ていd姿Jを知吾ために

の生態訟22E21共編

A5判 640頁

定価12800円(干400円)

1 水界生態系における藻類の役割一有賀祐勝*2 水界環境と詩集類の生理一藤田善彦*3 
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濠類の生活史と生態一中原紘之*17 婆類群集の構造と多様件.一宝月欣二 各章末に掲載の

多数の文献は読者にとって賞重な資料となろう。

シートでみQ痘の月定・分類

淡水藻類写真集
山岸高旺・秋山優編集

85判・各100シート・ルーズリーフ式

第 1巻・第2巻定価4000円
送料名350円

第s巻・第4巻定価5000円
第5巻・第 6巻・第7巻以下継続
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宋来の生物資源ユーカリ 西村弘行編
A5判・ 304頁

定価5800円

レフトスピラ症防疫指針
吉井善作監訳
85判・ 224買

定価3500円

高地植 物 学
柴田治箸植物の環涜適応について長年研究し
だ著者の成果をまとめだ。 定価5800円

山歩きフコラカルト
一自然の探索ノートー

柴田治箸山野をだのしく歩く疋めの山得帳。
とくlこ山の医学は知っていて便利。 定価1300円

山歩きウォッチング
一自然の探索ノートー

柴 田治著 山の動物定ちの姿を見なガら多く楽
と健康!こ役立つようlこ説く。定価1300円

内 田 老 鶴園

日本浸水事図ト
'+'がく ~'ì*

鹿瀬弘幸・山岸高旺編 日本ではじめて創られだ
本格的な図鑑。淡水藻類の研究者や水に関係する
方々にとっては貴重な文献である。 定価36000円

藻 類学総説
鹿瀬弘幸著 藻類の分類と形態を重点に竃いて.
克明な図により丁寧に解説する。 定価10000円

植 物組織学
猪野俊平著 値吻組織学の定義・内容・発達史から

東京・文京区大塚3-34-3/1る103-945-6781 FAX 03-945-6782 
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海藻を総括的に論じた待望の書グ

海藻資源養殖学
徳田 康 大野正夫 小河久朗著
(東京大学!~学lm) 高知!大学農学部;)東北大字決学部}

i毎議の資源や養殖について初めて総指的

に取揚げた待望の書。ノリを始めとする桐

ダの海部養殖の現状と将米展望から、 i道場

造成、利用法、海外での養舶、新しい海藻

の養殖j去、新品積形成の場状まで、実に幅

広L、観点、から論じ尽した海藻人門の決定版。

研究者・学生・養航業省の熱い要望に応え

て遂に刊行.グ

8 5 'I~J I製口絵4頁
本文354(( f.J・IlJ.lIf!IS 

定価5.500円(送350円)

一一一一主要目次一一一一一

1 .地球生態系と海藻 11.海漆の

生育環境 III.海藻の利用 N.世

界の海議資源と生産量 V.羽在の

海海益姫 N.藻場造成 田.海外

の海部養植の引状 VIII.海藻養殖の

将来と展望

報処理印刷
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ワープロ・データベース フロッピー・磁気テープが印刷へ直結

中西印刷株式会社
取締役社長中西 亮

京都本社 602京都市上京区下立売通小川東入ル

東京連絡所 113東京都文京区本郷一丁目21-5



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. i藻類」パ・ソクナンバ一 価格，会員各号 1，750円，非会員各号 3，000円， 30巻 4号(創立30周年記念

増大号， 1-30巻索引付)のみ会員 5，∞o円，非会員 7，0∞円，欠号:1-2号， 4巻 1，3号， 5巻 1-2号，6-ー9

巻全号。
2. i藻類」索引 1ー 10巻，価格，会員 1，500円，非会員 2，000円， 11-20巻，会員 2，000円，非会員 3，000

円，創立30周年記念「藻類」索引， 1-30巻，会員 3，000門，非会員 4，000円。
3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補. 1977. A 5版， xxviii + 418頁.山田先生の遺影・経歴・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載，価格 7，000円。

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine a1gae of the North Pacific. 

1. A. Abbott・黒木宗尚共編. 1972. B 5版， xiv + 280頁 6図版.昭和46年 8月に札幌で開催された北太平洋産

海藻に関する日米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格 4，000円。

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究. 1977. B 5版， 65頁。昭和49年 9月に札幌で行なわれ

た日本藻類学会主催「コンブに関する講演会Jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。

Publications of the Society 

Inquiries concerning copies ofthe following publications should be sent to theJapanese Society ofPhycology， c/o 
Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikitamachi， Kog回 ei-shi，Tokyo， 184 Japan. 

1. Back numbers of the Japanese Journal of Phycology (Vols. 1-28， Bulletin of Japanese Society of 
Phycology). Price， 2，000 Yen per issue for member， or 3， 500 Yen per issue for nonmember; price of Vol. 30， No. 4 
(30th Anniversary Issue)， with cumulative index (Vols. 1-30)， 6，000 Yen for member， or 7，500 Yen for nonmember 

(incl. postage， surface mail)ー Lack:Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 4， Nos. 1， 3; Vol. 5， Nosト2;Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3. 
2. Index ofthe Bulletin ofJapanese Society ofPhyωlogy. Vol. 1 (1953)一Vol.10 (1962)， Price 2，000 Yen for 

member， or 2，500 Yen for nonmember; Vol. 11 (1963)-Vol. 20 (1972)， Price 3，000 Yen for member， or 4，000 Yen for 

nonmember. Vol. 1 (1953)ーVol.30 (1982)， Price 4，000 Yen for member， or 5，000 Yen for nonmember (incl..postage， 

surface mail). 
3. A Memorial Issue Honouring the late Professor Yukio Yamada (Supplement to Volume 25， the Bulletin of 

]apanese Society of Phycology). 1977. xxviii + 418 pages. This issue includes 50 articles (26 in English， 24 in 
]apanese with English summary) on phycology， with photographs and list of publications of the late Professor Yukio 
YAMADA. 8，500 Yen (incl. postage， surface mail). 

4. Contribution to the Systematics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited by 1. A. ABBOTT 
and M. KUROGI， 1972. xiv + 280 pages， 6 plates. Twenty papers followed by discussions are included， which were 
presented in the U .S.-]apan Seminar on the North Pacific Benthic Marine Algae， held in Sapporo， ]apan， August 

13-16， 1971. 5，000 Yen (incl. postage， surface mail). 
5. Recent Studies on the Cultivation of Laminaria in Hokkaido (in]apanese). 1977. 65 pages. Four papers 

followed by discussion are included， which were presented in a symposium on LaminaTia， sponsored by the Society， held 
in Sapporo， September 1977. 1，200 Yen (incl. postage， surface mail). 
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